
北海道北斗市清水川142番地12

株式会社 函館なとり

（単位：千円）

流　動　資　産 382,862 流　動　負　債 321,092

現 金 及 び 預 金 253,197 5,012

売 掛 金 119,303 10,000

貯 蔵 品 1,579 133,424

前 払 費 用 3,698 25,077

未 収 入 金 5,083 21,818

54,002

46,125

固　定　資　産 1,141,574 25,631

（有形固定資産） 1,138,888

建 物 435,777 固　定　負　債 309,960

構 築 物 3,242 281,845

機 械 及 び 装 置 30,692 26,989

工具、器具及び備品 5,424 1,125

土 地 248,480

リ ー ス 資 産 415,270 631,053

（無形固定資産） 818

電 話 加 入 権 818 株　主　資　本 893,384

10,000

（投資その他の資産） 1,868 883,384

出 資 金 20 2,500

長 期 前 払 費 用 1,753 880,884

敷 金 及 び 保 証 金 94 繰越利益剰余金 880,884

(うち当期純利益) 195,166

893,384

1,524,437 1,524,437
※第２５期

純 資 産 合 計

負債純資産合計資　産　合　計

利 益 剰 余 金

その他利益剰余金

利 益 準 備 金

資 本 金

金　　　額

未 払 法 人 税 等

支 払 手 形

短 期 借 入 金

リ ー ス 債 務

（負債の部）

負　債　合　計

（純資産の部）

資 産 除 去 債 務

リ ー ス 債 務

未 払 金

退 職 給 付 引 当 金

（資産の部）

未 払 費 用

賞 与 引 当 金

未 払 消 費 税 等

貸　借　対　照　表

（平成30年３月31日現在）
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個 別 注 記 表 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記  

（１）資産の評価基準及び評価方法  

①  有価証券の評価基準及び評価方法  

該当事項はありません。  

②  たな卸資産の評価基準及び評価方法  

貯蔵品……………………………最終仕入原価法  

（２）固定資産の減価償却の方法  

 ①  有形固定資産（リース資産を除く）……定率法  

た だ し 、 平 成 10 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 取 得 し た 建 物 （ 建 物 附 属 設 備 を 除 く ）

並びに平成 28 年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物につ

いては、定額法によっております。  

 ②  リース資産……リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法  

（３）引当金の計上基準  

 ①  賞与引当金…………………従業員に対して支給する賞与の支出に備える た

め、支 給見 込額に 基づ き、当 事業 年度に 見合 う

分を計上しております。  

 ②  退職給付引当金……………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度 末

におけ る退 職給付 債務 の見込 額に 基づき 計上 し

ております。  

a.退職給付見込額の期間帰属方法  

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見 込

額を当事業年度末までの期間に帰属させる 方

法については、給付算定式基準によってお り

ます。  

b.数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用 処

理方法  

数 理 計 算 上 の 差 異 は 、 各 事 業 年 度 の 発 生 時 に

お け る 従 業 員 の 平 均 残 存 勤 務 期 間 以 内 の 一 定

の年数（ 10 年）による定額法により按分した

額 を そ れ ぞ れ 発 生 の 翌 事 業 年 度 か ら 費 用 処 理

しております。  

過 去 勤 務 費 用 は 、 そ の 発 生 時 の 従 業 員 の 平 均

残存勤務期間以内の一定の定数（ 10 年）によ

る定額法により費用処理しております。  

（４）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項  

   消 費 税 等 の会 計 処 理 …… … 消 費 税及 び 地 方 消費 税 の 会 計処 理 は 、 税抜 方 式

によっております。  
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２．貸借対照表に関する注記  

（１）有形固定資産の減価償却累計額           2,260,262 千円  

（２）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務  

   短期金銭債権                      124,148 千円  

   短期金銭債務                        3,833 千円  

   合計                                              127,982 千円  

（３）期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理し て

おります。  

な お 、 当 事 業 年 度 末 日 が 金 融 機 関 の 休 日 で あ っ た た め 、 次 の 期 末 日 満 期

手形が、当事業年度末残高に含まれております。  

   支払手形                         2,031 千円  

 

３．損益計算書に関する注記  

（１）関係会社との取引高  

①  営業取引による取引高  

  売上高                      1,386,682 千円  

   経営指導料                      7,464 千円  

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記  

  該当事項はありません。  

 

５．１株当たり情報に関する注記  

（１）１株当たり純資産額              4,466,922 円 18 銭  

（２）１株当たり当期純利益              975,833 円 99 銭  

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎  

損益計算書上の当期純利益 195,166 千円 

普通株主に帰属しない金額 ― 千円 

普通株式に係る当期純利益 195,166 千円 

普通株式の期中平均株式数 200 株 

 

６．重要な後発事象に関する注記  

  該当事項はありません。  
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